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小浜方言と宮良方言の音韻の比較研究 
 
 
仲 原   穣 
 
０．はじめに 
 八重山諸島には石垣島、西表島、与那国島、波照間島、黒島、小浜島、竹富島、新城
上地島、新城下地島、鳩間島など多くの島々が属する。これらのうち、西表島古見、小
浜島、新城島、石垣島宮良は共通する民俗行事がみられ、それぞれの集落の人々の話し
によると、集落間で人々の交流もあるという。特に小浜島と石垣島宮良との関係は、石
垣島宮良集落が1771年の「明和の大津波」で多くの人々を失った際、当時の小浜島の人
口の約三分の一にあたる320人が移住して村を存続させた歴史があり、宮良の人々の中
には小浜島がルーツである、として親愛の念を抱いている人もいる。「大波之時各村之形
行書」（石垣市総務部市史編集室編『石垣市史叢書12』所収）によると、1771年の小浜
村の人口は「頭高男三百八拾八人、女五百拾弐人」で、合計900人である。同書による
と、この大津波によって石垣島宮良村の住民1221人中、生き残ったのはわずか171人で
あった。小浜村からの移住民320人を含めて大津波の後の宮良村の住民は合計491人で、
半数以上が小浜からの移民で、異なる言語を用いる人々が共に生活することになった。
明和の大津波から約230年の歳月が流れた。1998年12月の調査データによれば、宮良集
落は世帯数529戸、人口1501人（男性737人、女性764人）の大きな集落になった（石
垣市発行「平成11年度 統計いしがき（第23号）」）。一方、小浜島は1995年の調査デー
タで486人（男性242人・女性244人）と報告されている（平成10年度版 竹富町勢要
覧「島しょ別人口」）。現在でも、宮良集落では海岸の巨石が集落のどの辺まで押し流さ
れた、というような話しを聞くことができる。人々の生活のなかには今も明和の大津波
が生きている。では、移住した人々ともともとの宮良出身の人々の言語生活は現在どう
なっているのだろうか。宮良方言の音韻については、これまでに仲原（2003）で報告し
てある。また、小浜方言の音韻については、仲原（2004）で報告した。本稿の目的は、
小浜方言と宮良方言の比較を通して、双方の共通点や相異点を明らかにすることである。 
 この二集落間の音韻の比較について、詳細に分析した先行研究はみられないが、西表
島古見方言と小浜方言と宮良方言の語彙を比較した報告がある（注１）。 
 本稿では、最初に小浜方言と宮良方言の音韻体系の特徴を述べ、比較・分析を行う。
その後、特に差異が認められる部分について具体例を挙げて詳細に報告する。 
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１．調査地の概況と調査について 
１.１ 調査地の概況 
 小浜（こはま。方言ではクモーマ［kumo ma］などという）は、沖縄県八重山郡竹
富町16の島々（有人島９つ、無人島７つ）の一つで、八重山郡の中心地である石垣島か
ら西へ約11キロメートルに位置する。島への交通手段は船に限られており、石垣島から
高速艇で約30分である。周囲16.57キロメートル・面積782ヘクタールの島で、主な産
業はサトウキビなどの農業、リゾートホテルや民宿などを中心とする観光業である。 
 宮良（みやら。方言ではメーラ［me ra］）は、石垣島の南東部にあり、石垣島の繁華
街である旧四箇村（登野城・大川・石垣・新川）から東方へ向かうと平得・真栄里・大
浜集落を経たところに宮良集落がある。大浜集落との間には宮良川があり、宮良湾へと
つながっている。宮良の東側には白保集落があり、兄弟村と伝えられている。主な産業
はサトウキビを中心とする農業であるが、集落内にはパイナップル缶詰加工工場や泡盛
の酒造元などがあり、宮良湾で漁業をしながら農業を営む人や、畜産業の人もいる。 
１.２ 調査について 
 宮良方言の調査は1999年４月上旬と2000年３月下旬から４月上旬にかけて、小浜方
言の調査は2001年４月から2003年３月にかけて実施した。調査は臨地調査による対面
調査である。インフォーマントは、宮良方言が東成底光秀氏、大浜永昌氏、嵩田ヒサ子
氏、盛山信八氏、盛山シズ氏、小濵勝義氏、小浜方言が大嵩昭氏、慶田城ヒテ氏、小浜
ミヨ氏、大久秀氏、新本英光氏、新本ユキ氏である（注２）。また、調査に際して黒島精耕
氏、飯田泰彦氏にはインフォーマントをご紹介いただいた。皆様に心から感謝いたしま
す。 
 
２．小浜方言と宮良方言の音韻体系 
２.１ 音素と拍構造 
 小浜方言と宮良方言の音素はどちらも合計25個である。具体的には、母音音素が/i，
ï，e，a，o，u/の６個、半母音音素が/j，w/の２個、子音音素が/h，’，k，g，t，d，n，
c，s，z，r，p，b，m/の14個、拍音素が/Q，N，R/の３個である。また、拍構造は、一
般拍が①CVと②CSVの２種類、特殊拍が③Nと④Qと⑤Rの３種類で、合計５種類である
（注３）。 
 
２.２ 拍表 
 ここでは、小浜方言、宮良方言の拍表を挙げる。両者は異なる体系を示している。 
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２.２.１ 小浜方言の拍表 
’i ＊ ’e ’a ’o ’u ’ja ’jo ’ju ’wa 
[(ʔ)i～ji]  [(ʔ)e～je] [(ʔ)a] [(ʔ)o] [(ʔ)u] [ja] [jo] [ju] [wa] 
hi ＊ he ha ho hu hja ＊ ＊ hwa 
[ҫi]  [he] [ha] [Φo～fo] [Φu～f u] [ҫa]   [Φa～f a] 
ki kï ke ka ko ku kja kjo kju kwa 
[ki] [ksï～kï] [ke] [ka] [ko] [ku] [kja] [kjo] [kju] [kwa] 
g i ＊ ge ga go gu gja ＊ ＊ － 
[gi]  [ge] [ga] [go] [gu] [gja]    
ti ＊ ＊ ta to tu － － － － 
[ti]  [ta] [to] [tu]      
di ＊ de da do du － － － － 
[di]  [de] [da] [do] [du]     
ci cï ＊ ca ＊ cu cja cjo cju － 
[tʃi] [tsï]  [tsa]  [tsu] [tʃa] [tʃo] [tʃu]  
si sï ＊ sa so su sja sjo sju － 
[ʃi] [sï]  [sa] [so] [su] [ʃa] [ʃo] [ʃu]  
zi zï ze za ＊ zu zja  zju － 
[dʒi] [dzï] [dze] [dza]  [dzu] [dʒa]  [dʒu]  
ri rï re ra ro ru rja ＊ ＊ － 
[ri] [rï] [re] [ra] [ro] [ru] [rja]    
ni ＊ ne na no nu nja ＊ ＊ － 
[ni] [ne] [na] [no] [nu] [nja] [ɲa]    
pi pï pe pa po pu ＊ ＊ pju － 
[pi] [psï～pï] [pe] [pa] [po] [pu]   [pju]  
bi bï be ba bo bu bja bjo ＊ － 
[bi] [bï] [be] [ba] [bo] [bu] [bja] [bjo]   
mi ＊ me ma mo mu mja ＊ ＊ － 
[mi]  [me] [ma] [mo] [mu] [mja]    
N  Q    R     
[ŋ,n,m,N]  [k,kw,t,tʃ,ts,s,p]   [ ](i,ï,e,a,o,u)    
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２.２.２ 宮良方言の拍表 
’i ＊ ’e ’a ’o ’u ’ja ’jo ’ju ’wa 
[(ʔ)i～ji]  [(ʔ)e～je] [(ʔ)a] [(ʔ)o] [(ʔ)u] [ja] [jo] [ju] [wa] 
hi ＊ he ha ho hu hja ＊ ＊ hwa 
[ҫi]  [h e] [ha] [ho～Φo] [Φu] [ҫa]   [Φa] 
ki kï ke ka ko ku kja kjo kju kwa 
[ki] [ksï～kï] [ke] [ka] [ko] [ku] [kja] [kjo] [kju] [kwa] 
gi gï ge ga go gu gja ＊ ＊ － 
[gi] [gï] [ge] [ga] [go] [gu] [gja]    
ti ＊ ＊ ta to tu － － － － 
[ti]   [ta] [to] [tu]     
di ＊ de da do du － － － － 
[di]  [de] [da] [do] [du]     
ci cï ＊ ca ＊ cu cja cjo cju － 
[tʃi] [tsï]  [tsa]  [tsu] [tʃa] [tʃo] [tʃu]  
si sï ＊ sa so su sja sjo sju － 
[ʃi] [sï]  [sa] [so] [su] [ʃa] [ʃo] [ʃu]  
zi zï ze za ＊ zu zja  zju － 
[dʒi] [dzï] [dze] [dza]  [dzu] [dʒa]  [dʒu]  
ri rï re ra ro ru rja ＊ ＊ － 
[ri] [rï] [re] [ra] [ro] [ru] [rja]    
ni ＊ ne na no nu nja ＊ nju － 
[ni]  [ne] [na] [no] [nu] [ɲa]  [ɲu]  
pi pï pe pa po pu ＊ ＊ pju － 
[pi] [psï～pï] [pe] [pa] [po] [pu]   [pju]  
bi bï be ba bo bu bja bjo ＊ － 
[bi] [bï] [be] [ba] [bo] [bu] [bja] [bjo]   
mi ＊ me ma mo mu mja ＊ ＊ － 
[mi]  [me] [ma] [mo] [mu] [mja]    
N  Q   R     
[ŋ,n,m,N]  [s,ʃ,dz,dʒ,tʃ,ts,t,d,k,p] [ ](i,ï,e,a,o,u)    
（＊印は未確認の拍（注４）、－は体系的あきま） 
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３．音韻対応の比較 
 仲原（2003）（2004）では、いわゆる共通語と小浜方言、宮良方言との対応関係につ
いて報告したが、ここでは、これらのうち対応の異なるものを中心に述べる。 
３.１ ガ行音の対応 
３.１.１ ギの対応 
 小浜方言では、共通語のギに/’i /が対応するが、宮良方言では/N/や/Ngï/が対応する。 
 小浜方言；［mui］〈麦〉、［pai］〈脛（足）〉、宮良方言；［(ʔ)o ŋgï］〈扇〉 
 ただし、小浜方言では［dʒoŋks ］〈定規〉や［ΦuN～fuN］〈釘〉のように/Nkï/や/N/
が対応する語例もみられる。また、宮良方言では小浜方言の/i/が［muN］〈麦〉のよう
に/N/に対応する場合もみられる。 
３.１.２ ゲの対応 
 小浜方言では、共通語のゲに/Nki/が対応するが、宮良方言では/Ngi/が対応する。 
 小浜方言；［piŋkiruN］〈逃げる〉、［naŋkiruN］〈投げる〉 
 宮良方言；［piŋg iruN］〈逃げる〉 
 ただし、小浜方言では［ŋg i］〈棘〉のように/Ng i/が対応する場合があり、宮良方言で
は［pag i ］〈禿げ（た人）〉のように/g i/が対応する場合がみられる。 
 なお、共通語のゲが語尾にある場合、小浜方言では撥音/N/に、宮良方言では/ni/に対
応する。 
 小浜方言；［psïN］〈鬚〉、宮良方言；［pini］〈鬚〉 
 
３.２ サ行音の対応 
 小浜方言では、共通語のソに/su/が対応するが、宮良方言では/sju/が対応する。 
 小浜方言；［s ku］〈底〉、［(ʔ)as pu］〈遊ぶ〉、 
 宮良方言；［miʃu］〈味噌〉、［iʃuguN］〈急ぐ〉 
 ただし、語例は少ないが、小浜方言でも［miʃu］〈味噌〉のように共通語のソが/sju/
に対応している例もみられる。 
 
３.３ ザ行音の対応 
３.１.１ ザの対応 
 小浜方言では、共通語のザに/Nza/が対応するが、宮良方言では/za/が対応する。 
 小浜方言；［(ʔ)andza］〈痣〉、宮良方言；［s kï］〈先〉、［sara］〈皿〉 
 ただし、小浜方言でも共通語のザが語頭にある環境では、［dzaiŋgi ］〈
ざい
材
き
木〉のよう
に/za/が対応する。 
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３.１.２ ジの対応 
 小浜方言では、共通語のジに/Nc/や/Nzi/が対応するが、宮良方言では/z/が対応す
る。 
 小浜方言；［pintsï］〈返事〉、［(ʔ)aro ntsï］〈主〉、［kandʒi］〈火事〉 
 宮良方言；［dzï ］〈字〉、［dzïnaN］〈次男〉、［kidzï］〈傷〉 
３.１.３ ズの対応 
 小浜方言では、共通語のズに/Nc/が対応するが、宮良方言では/z/が対応する。 
 小浜方言；［bo ntsï］〈坊主〉、［kintsï］〈傷〉、宮良方言；［kidzï］〈傷〉 
３.１.４ ゼの対応 
 小浜方言では、共通語のゼに/Nzi/が対応するが、宮良方言では/zi/が対応する。 
 小浜方言；［kandʒi］〈風〉、宮良方言；［dʒiN］〈銭〉、［dʒiN］〈膳〉 
 ただし、小浜方言では、共通語のゼが語頭という環境で、［dʒiN］〈銭〉のように/zi/
が対応する。 
３.１.５ ゾの対応 
 小浜方言では、共通語のゾに/Nzu/が対応するが、宮良方言では/zu/が対応する。 
 小浜方言；［kundzu］〈去年〉、宮良方言；［kudzu］〈去年〉 
 
３.４ ダ行音の対応 
３.４.１ ダの対応 
 小浜方言では、共通語のダに/Nda/や/ta/が対応するが、宮良方言では/da/が対応す
る。 
 小浜方言；［handaka］〈裸〉、［panda］〈肌〉、［(ʔ)amandari］〈雨垂れ（滴）〉、 
［tapsï］〈荼毘〉、［(ʔ)as ta］〈足駄（下駄）〉、［kjo tai］〈兄弟〉 
 宮良方言；［(ʔ)amadarï］〈雨垂れ（滴）〉、［padasï］〈裸足〉、［pada］〈肌〉 
 ただし、小浜方言では、共通語のダが語頭にある環境で、［dai］〈台〉のように/da/
が対応する。 
３.４.２ デの対応 
 小浜方言では、共通語のデに/Ndi/が対応するが、宮良方言では/zi/が対応する。 
 小浜方言；［kandʒi］〈風〉、宮良方言；［dʒiN］〈銭〉、［dʒiN］〈膳〉 
３.４.３ ドの対応 
 小浜方言では、共通語のドに/Ndu/が対応するが、宮良方言では/du/が対応する。 
 小浜方言；［kundzu］〈去年〉、宮良方言；［kudzu］〈去年〉 
 ただし、共通語のドが語頭という環境では/di/が対応する。 
 小浜方言；［du ］〈胴（体）〉、［duraN］〈銅鑼〉 
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３.５ バ行音の対応 
３.５.１ ビの対応 
 小浜方言では、共通語のビに/pï/が対応するが、宮良方言では/bï/が対応する。 
 小浜方言；［t psï］〈旅〉、［(ʔ)ups ］〈帯（箍）〉 
 宮良方言；［(ʔ)ubï］〈帯〉、［tabï］〈旅〉 
３.５.２ ブの対応 
 小浜方言では、共通語のブに/pu/が対応するが、宮良方言では/bu/が対応する。 
 小浜方言；［nip sanu］〈鈍い〉、宮良方言；［kurubuN］〈転ぶ〉 
 
４．音韻・音声の特徴 
４.１ 小浜方言の音韻・音声の特徴 
 仲原（2004：283）で示した小浜方言の音韻の特徴を示すと以下の通りである。 
(1) 母音に中舌母音/ï/が認められる。 
(2) 石垣方言が/p/→/h/化しているのに対し、/p/を保持している。 
(3)［Φ］と［f］は自由変異である。 
(4) いわゆる共通語の濁音との対応関係に/N/の添加と無声子音へ変化が認められる。 
(5) 声門閉鎖音［ʔ］は音素として認められない。 
(6) 音声的な特徴として、母音［i，ï，u，a］の無声化が激しく、続く有声子音［m，
n，r］まで無声化する。 
 
４.２ 宮良方言の音韻・音声の特徴 
 仲原（2003）では、宮良方言の音韻の特徴を個別に示してあるので、ここでまとめる
と以下のようになる。 
(1) 母音に中舌母音//が認められる。 
(2) 石垣方言に比べると/p/を保持する語例が多い。 
(3) 共通語のガ行音との対応の場合、子音/g /の直前に撥音/N/の添加がみられる。 
(4) 声門閉鎖音［ʔ］は音素として認められない。 
 
４.３ 小浜方言と宮良方言の共通点 
 ２.１でみたように、音素の数や拍構造など、小浜方言と宮良方言には共通点も認めら
れる。これは八重山諸島方言の方言区画（注５）ともかかわる重要な問題なので、ここでま
とめて示す。 
４.３.１ 中舌母音 
 八重山諸島方言の中でも中舌母音が音素として認められない方言もある。小浜方言と
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宮良方言は共に/i，ï，e，a，o，u/の６母音の方言である。加治工（1984：301）によ
ると、八重山諸島の方言で６母音の方言は石垣方言、川平方言、大浜方言、宮良方言、
小浜方言、新城方言、古見方言である。このうち宮良に隣接する大浜では、中本（1976：
228-229）で大浜方言の「中舌母音のïの衰退がつぎのように著しい」と指摘している。
小浜方言や宮良方言では、以下に示すように中舌母音が音素と認められる。 
 小浜方言；［sN］〈木炭〉、［mints k mi］〈水瓶〉、［psï ］〈火〉、［murï］〈丘〉 
 宮良方言；［kïnu］〈昨日〉、［tsïra］〈頬〉、［turï］〈鳥〉、［tabï］〈旅〉 
 
４.３.２ Ｐ音の保持 
 琉球方言のなかで、いわゆる共通語のハ行音にP音が対応するのは、喜界島北部方言、
与論方言、伊江方言、沖縄島北部方言、津堅方言、久高方言、宮古諸島方言、八重山諸
島方言などである（注６）。著者のこれまでの調査によると、石垣市字石垣の方言の場合、
70～80歳のインフォーマントでもハ行子音が/p/から/h/へと変化しつつあり、語彙に
よっては稀に/p/があらわれるという状態である。詳しくは稿を改めて報告していくつ
もりであるが、石垣方言に比べると、小浜方言も宮良方言も以下のようにP音を比較的
保持しているといえる。 
 小浜方言；［pi ］〈屁〉、［ps kuN］〈帯〉、［pe nduru］〈蝉〉、［pairï］〈酢〉、 
［pjoutu］〈海豚〉 
 宮良方言；［pira］〈箆〉、［pïdarï］〈左〉、［suïpeï］〈木匙〉、［(ʔ)appa ］〈祖母〉、
［pju sï］〈鵯〉 
 ただし、小浜方言で［h ku］〈箱〉や［ha ］〈歯〉、宮良方言で［harï］〈針〉や［hanasï］
〈話〉のように、/p/が予測される語彙でも/h/になっている場合がみられた。この/p/
から/h/へと変化する語例は、著者のこれまでの調査では、広母音［a］と結びついた拍
（共通語のハに対応するもの）にしか認められていない。 
 
４.３.３ 声門閉鎖音［ʔ］が音素として認められない 
 小浜方言と宮良方言の母音が語頭にたつ環境にある場合、音声的に声門閉鎖音［ʔ］
を伴って発音されることが多い。しかし、この音を使って意味の弁別をおこなう最小対
立の例が認められないため、双方とも音声的なものと判断し、音素と認定しなかった。 
 
５．小浜方言と宮良方言の相異点 
 これまでみてきたように、拍表や音韻対応や音韻変化などで、小浜方言と宮良方言に
はいくつか差異がみられる。ここでは具体例を挙げてこれらをまとめて示す。 
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５.１ /N/の添加 
 小浜方言には、加治工（1982）や仲原（2004）などで取り上げられたように、いわ
ゆる共通語の濁音に/N/が添加され、有声子音ではなく、無声子音が対応する。一方、
宮良方言では共通語のガ行以外のザ行、ダ行、バ行などでは、以下のように/N/の添加
はみられない（注７）。この/N/については、加治工（1982：87-88、96-98）では［ ］や
［ ］などの半有声音と［p］や［k］などの無声子音がアルフォンであることや、その
結果、無声破裂音との弁別的機能が失われmarker/N/がたつ必要が生じたこと、また「日
本祖語から受け継いだ古態」を示唆するもの、すなわち「国語のイ段甲類、エ段甲類に
対応する小浜方言においてのみ、いわゆる［g］脱落が認められる」ことに着目し、「上
代国語の六母音説（服部四郎）における口蓋化子音、非口蓋化子音の対立関係とki1 → si、
g i1 → ŋ（又はゼロ）の現象が対応していること」にも言及している。著者のこれまで
の調査によると、以下のような語例が認められる。 
 涙 唾 喉 腕 肌 裸 水 傷 妻 
小浜方言 [nanda] [tʃintsï] [nundu] [(ʔ)undi] [handa] [handaka] [mintsï] [kintsï] [tuntsï] 
宮良方言 [nada] [t tsï] [nudu] [(ʔ)udi] [pada] [padagaN] [midzï] [kidzï] [tudzï] 
 太陽 風 黄金 枝 蚊 肘 角 大事(あぶない） 
小浜方言 [tʃinda] [kandʒi] [kuŋgani] [junda] [gandzaN] [pintsï] [kandu] [de ntsï] 
宮良方言 [tida] [kadʒi] [kugani] [juda] [gadzaN] [pidzï] [kadu] [de dzï] 
 
５.２ 有声音の無声音化 
５.２.１ 共通語の濁音（有声子音）との音韻対応 
 小浜方言では、共通語や宮良方言で濁音（有声子音）であるものに無声子音が対応す
る。 
 尻 下駄 蝦 欠伸 魚 ハブ 鱗 
小浜方言 [tʃ pi] [(ʔ)as ta] [(ʔ)ipsï] [(ʔ)ako psï] [(ʔ)itsu] [h pu] [(ʔ)iraki] 
宮良方言 [tʃibi] [(ʔ)asïdza] [(ʔ)ibï] [(ʔ)akubi] [(ʔ)idzu] [habu] [(ʔ)iragï] 
 
５.２.２ 環境による有声子音の無声化現象 
 小浜方言の音声の特徴で最も顕著な現象である。具体的には、直前の母音の無声化に
よって後続する有声子音［n，m，r］が無声化する現象のことをいう。この音声的現象
は波照間方言や白保方言の報告でよく知られている。著者の調査でも波照間方言や西表
島古見方言でこの現象が認められる（注８）。一方、宮良方言では現在のところ確認できな
い。以下に小浜方言の語例を示す。 
 ［s o ma］〈赤ん坊用の頭巾〉、［ts a］〈綱〉、［ʃ o ］〈篩〉、［p a］〈箆〉 
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５.３ 無声音の有声音化 
 宮良方言では、共通語や小浜方言で清音（無声子音）であるものに有声子音が対応す
る場合もある。 
 咳 煙草 腸 夫 旅 紙 蜂 形 
小浜方言 [s ko ] [tabaku] [bata] [butu] [t psï] [k psï] [h tsï] [k tatsï] 
宮良方言 [sa go ] [tabagu] [bada] [budu] [tabï] [kabï] [hadzuN] [katadzï] 
 
５.４ 中舌母音/ï/のモーラ 
 先述したように、小浜方言と宮良方言は、共に中舌母音/ï/を持つ方言であるが、結び
つく子音に違いがみられる。具体的には、小浜方言では子音/k，c，s，z，r，p/と結び
ついて拍をつくり、宮良方言では子音/k，g，c，s，z，r，p，b/と結びついて拍を形成
する。両方言を比べると、小浜方言には宮良方言の［(ʔ)o ŋgï］〈扇〉や［ps kare ］〈蛍〉
のように/gï/や/bï/が認められない。これは５.２で述べたように、有声音の無声音化に
よるものである。 
 
５.５ その他 
５.５.１ ガ行とナ行の対応 
 ３.１.１で述べたように、共通語のギは、小浜方言では/i/、宮良方言では/N/が対応す
る。同様の対応は、共通語のニの対応でもみられる。これらは「語尾」という環境が一
致している。 
 「ギ」…小浜方言；［pai］〈脛〉、［mui］〈麦〉、宮良方言；［paN］〈脛〉、［muN］〈麦〉 
 「ニ」…小浜方言；［kai］〈蟹〉、宮良方言；［kaN］〈蟹〉 
５.５.２ 共通語のラ行音の対応 
 小浜方言と宮良方言では、共通語のラ行音に/s/が対応することがある。加治工
（1984：309－310）では、鳩間方言や波照間方言の「母音間の［r］はその直前の母音
が［i］［u］のような狭母音であると同化現象を起こし、［s］になる」と述べているが、
小浜方言と宮良方言の「着る」も同様の変化を起こす（小浜方言；［ks suN］、宮良方言；
［ks suN］）。しかし、共通語のラの対応では、以下のような対応の違いをみることがで
きる。 
 「面（頬）」 小浜方言；［ts sa］、宮良方言；［tsïra］ 
 また、宮良方言では［piN］〈蒜〉のように共通語のルが撥音/N/と対応する例もみら
れる。 
５.５.３ ［f］と［Φ］ 
 加治工（1998b、2001）では、古見方言で［f］が存在することが報告され、久野（1992）
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では新城方言で/f/や/v/を音素と認定している。このような報告の資料から、八重山諸
島方言がかつては、現在の宮古諸島方言のような/f/や/v/の音素を持っていたと推測さ
れる。しかし、小浜方言の場合、宮古方言の［f］や［v］のように、下唇を下の歯に接
近させて発音する独特の所作が弱く、インフォーマントによっては［Φ］で発音する人
もいるため、４.３の(3)で示したように［f］と［Φ］は自由変異とした。なお、新垣（2004：
105）では宮良方言の/hu/に［Φu］と［fu］を示しているが、筆者のこれまでの調査で
は、宮良方言で［f］を確認していない。 
 
６．結語 
 小浜方言と宮良方言の比較を通して、両方言の音韻や音声の共通点や相異点について
論じてきたが、筆者のこれまでの調査では共通点よりも相異点が目立っているように思
える。しかし、先行研究の方言区画において、この両方言は同じグループに分類される
ことが多い。今後さらに調査を重ね、語彙資料を増やすことで、これらの原因や環境を
より明確にし、稿を改めて論じていきたいと考えている。 
 
注 
(1) 中松（1987）は、西表島古見方言、小浜方言、宮良方言の三地点の基礎語彙を比較したも
のである。残念なことに、音素を認定する手順は示されていないが、古見方言の音素として母
音音素/i,ï,e,a,o,u/(６個)、子音音素/p,t,k,b,d,g,c,z,s,m,n,r, ’,f/(
マ
1
マ
5個)、半母音音素/j,w/(２
個)、成節的子音が/Q,N,v/(３個)を示し、小浜方言と宮良方言は成節的子音/v/が「認められな
い」部分で古見方言と異なっているという。この論考の中心である三地点の基礎語彙の比較で
は、まず「文法上の特徴」を述べ、語彙資料のなかで「語形が完全に一致するもの」、「語形が
形態音韻論的に対応するもの」、「語形がそれぞれ異なっているもの」を例示している。 
 ただし、これらに対する分析が加えられておらず、分類することに留めている。また、「Ⅳ
八重山方言生成の一過程」では、これらの方言間の「大きな差異」に関する要因を三つ挙げて
いるが、その根拠となるものを示していない。 
(2) 小浜方言調査のインフォーマントは、大嵩昭氏(1912年生)、慶田城ヒテ氏(1912年生)、小
浜ミヨ氏(1914年生)、大久秀氏(1921年生)、新本英光氏(1922年生)、新本ユキ氏(1921年生)
である。宮良方言調査のインフォーマントは、東成底光秀氏(1913年生)、大浜永昌氏(1913
年)、嵩田ヒサ子氏(1916年生)、盛山信八氏(1928年生)、盛山シズ氏(1930年生)、小濵勝義
氏(1934年生)である。調査は「面接調査法」を用いた。録音はDAT録音機を使用し、補助機
材としてデジタルビデオカメラ、MD録音機を使用した。 
(3) ①にはすべての子音と母音が属する。②の/j/の系列は/Cja/,/Cjo/,/Cju/である。/w/の系
列は/Cwa/のみである(※Cは子音音素、Vは母音音素、Sは半母音音素を表す)。③の撥音/N/
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は語頭・語中・語尾に立つ。④の促音/Q/は、語頭や語中に立つ。⑤の長音/R/は語中と語尾に
立つ。 
(4) ここで示した未確認の拍(＊印)とは、今後の再調査によって出てくる可能性のある拍である。
特に/ï/と/e/列はまだらで、体系からすると今後出てくる可能性が高い。 
(5) 八重山諸島の方言区画については、大きく分けると二つに分かれる。基礎語彙などの調査か
ら得られた資料などから、音韻や文法を研究して総合的に分類したもの(A)と、特殊な語彙に
着目して、方言間の系統分類を試みたもの(B)である。いくつか例を挙げると、(A)には仲宗
根(1961)や平山・大島・中本(1967)、中本(1981)、上村(1997［1992］)、加治工(1984、
1998a、2004)などがあり、(B)にはウエイン(2000)がある。詳しくは加治工(1984：298-300、
1998a：207-214、2004：17-19)やウエイン(2000)を参照されたい。特に加治工氏の分類で
は八重山方言を「石垣方言」と「与那国方言」に大別し、「石垣方言」を「石垣方言系」と「波
照間方言系」に分類する。「石垣方言系」も二つに下位区分され、小浜方言と宮良方言は中舌
方言を保持するグループに分類されている。 
(6) ハ行子音の分布や通時的考察については、中本正智氏の「子音変化の通時的考察」(中本
1976:165-184)が詳しい。ちなみに、中本氏の分類では、八重山方言はB種８類で「ウ段がF
で、この他の段ではpをとどめている」ことが特徴という。この類は６類の宮古方言に似てお
り、「f → Fの変化を経たもの」と考察している。 
(7) 共通語のガ行音と宮良方言の音韻対応は以下のとおりである。なお、ギとゲの対応について
は３.１を参照されたい。 
共  通  語 ガ ギ グ ゲ ゴ 
※「－」は語例が見つかっ
ていないもの。 
宮良方言 語   頭 ga gi ― ― gu 
 語中・語尾 Nga Ngï Ngu Ngi gu 
語例；［gaki］〈崖〉、［kaŋgaN］〈鏡〉、［(ʔ)o ŋgï］〈扇〉、［doŋgu］〈道具〉、 
[piŋgiruN］〈逃げる〉、［gumi］〈塵〉、［(ʔ)agu］〈顎〉 
(8) 著者の調査によると、波照間方言では［s a］〈島〉、［s u］〈衣（着物）〉、［pa a］〈柱〉
（インフォーマント：勝連文雄氏〔1917年生〕、浦中浩氏〔1924年生〕）、古見方言では［k u］
〈肝〉、［p a］〈鼻〉、［t ï］〈鳥〉（インフォーマント：大底朝要氏〔1934年生〕）などが確
認できた。また、この［m,n,r］の無声化については、平山・大島・中本（1967：129）や中
本（1976：230、404）や狩俣（1997［1992］：404）、中本（1999：４-５）などでも、八
重山諸島の方言の中で、波照間方言、白保方言、西表祖納方言、西表古見方言、新城方言、石
垣島川平方言などに同様の音声現象がみられることを報告している。 
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